




 

 私共は、過去 10 年余りにわたり、PMD とくに Duchenne 型に対して、装具療

法を導入せるリハビリテーシヨンプログラムを提唱してきた。そして、歩行用

装具として「ばね付き膝関節装具」を開発し、現在迄 68 例に交付した。なお、

上述、リハビリテーシヨンプログラムには、装具による起立訓練(いわゆる

Stage 6～8、厚生省研究班制定の機能障害度による)を含括するがこの際には、

上述、歩行用装具に骨盤帯を付したもの(これを胴付き装具と称する)を用い装

具起立訓練を実施してきた。以上の装具療法に関しては、調査の結果、装具療

法施行例の患児は、平均 11 才 4 ケ月で歩行能を衷失し、平均 12 才 3 ケ月の時

点で「ばね付き膝関節装具の交付を受けている。これにより以後平均 3年 8ケ

月間装具歩行が可能となり、平均 16 才 4 ケ月で装具歩行の限界に達することを

認めた。 


